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夏の夜空を彩る「花火大会」
毎年、肱川では7月21日に「水天宮花火大会」、夏本番となる8月3日・ 4日には

日11まつり花火大会」が開催されます。色とりどりの花火が水面に映える水郷大洲なう

ではの花火大会は、夏の夜に欠かせ芯い大きな楽しみとなっています。
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7月号

走
定l

広報ああず 2000

夏の交通安全

県民運動

高
齢
者
の
交
通
事
趣
防
止

O
運
転
者
は

・
積
極
的
に
講
習
な
ど
を
受
け
て
、
運
転
適
応
能
力
に
応

じ
た
運
転
を
こ
こ
ろ
が
け
ま
し
ょ
う
。

無
謀
・
暴
走
運
転
の
追
放

O
運
転
者
は

・
無
謀
な
飲
酒
運
転
、
危
険
な
暴
走
運
転
を
し
な
い
、
さ

せ
な
い
0

・
車
両
の
不
正
改
造
な
ど
は
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
o

O
家
庭
で
は

・
飲
酒
運
転
や
暴
走
運
転
の
危
険
性
・
迷
惑
性
に
つ
い
て

話
し
合
い
ま
し
ょ
う
。

O
地
域
・
職
場
で
は

・
暴
走
さ
せ
な
い
、
見
に
行
か
な
い
環
境
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
0

.
運
転
予
定
の
人
に
飲
酒
を
す
す
め
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

チ
ヤ
イ
ル
ド
シ
l
ト
と
シ
l
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
の
徹
底

O
運
転
者
は

・
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
効
果
・
必
要
性
を
自
ら
ガ
理
解
し
、

率
先
し
て
正
し
く
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

・
助
手
席
や
後
部
同
乗
者
に
も
着
用
を
指
導
し
ま
し
ょ
う
。

O
家
庭
で
は

・
家
族
ガ
同
乗
す
る
際
も
、
必
ず
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
や
チ
ヤ

イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
着
用
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

7月16日(日)---25日ω

8日企)開通

動車道伊予IC--大洲IC閑
高速道路の開通により、周辺の交通事情は大きく
変わります。
その理由は、高速道と一般道に車両が分散される
ためです。
道路を利用する一人一人が交通ルールとマナーを
守り、交通事故をなくしましょう。

過
去
の
事
例
と
し
て
、
次
の
よ
う

な
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

-
幹
線
道
路
(
国
道
・
県
道
な
ど
)

の
車
両
の
速
度
が
早
く
な
る
。

2 

-
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
付
近
で
の
ボ

ト
ル
ネ
ッ
ク
に
よ
り
渋
滞
が
始
ま
る
0

.
地
理
不
案
内
の
他
県
ナ
ン
バ
ー
の

車
両
が
生
活
道
路
に
入
っ
て
く
る
。

こ
れ
ら
を
原
因
と
し
て
、
特
に
交

通
弱
者
(
高
齢
者
、
幼
児
)
の
事
故

が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
事
故
を
起
こ
さ
な
い

た
め
に
、
ま
た
、
事
故
に
あ
わ
な
い
た

め
に
、
次
の
こ
と
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ

、っ
。

-
歩
〈
人
は

・
道
路
を
横
断
す
る
と
き
は
、
必
ず

止
ま
っ
て
左
右
の
安
全
を
確
認
し
、

手
を
上
げ
て
横
断
し
ま
し
ょ
う
0

.
歩
道
橋
や
信
号
機
の
あ
る
交
差
点

を
で
き
る
だ
け
利
用
し
、
安
全
な

横
断
を
し
ま
し
ょ
う
。

・
渋
滞
し
て
い
る
車
両
の
前
後
か
ら

は
飛
び
出
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

、っ
。

-
自
動
車
を
運
転
す
る
人
は

・
走
行
速
度
の
確
認
を
し
、
十
分
な

車
間
距
離
を
保
ち
ま
し
ょ
う
。

・
交
差
点
で
は
安
全
確
認
を
し
、
徐

行
や
、

一
時
停
止
を
し
て
、
歩
行

者
・
自
転
車
の
安
全
に
配
慮
し
ま

し
ょ
、
っ
。

-
渋
滞
中
の
対
向
車
線
か
ら
の
飛
び

出
し
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

・
交
通
弱
者
の
保
護
に
努
め
、
正
確

な
合
図
を
し
ま
し
ょ
う
。

こ
れ
ら
の
こ
と
を
必
ず
守
っ
て
交

通
事
故
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。
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芋君主堂三杢て 一平成12年6月から制度改正

14日iii児童手当支給対象年齢ガ拡大
雇青空忠実主2義務教育就学前まで支給
尋額孔ち改ぎ争
は・る、正れき
変支よ義さてん
更払う務れいを
あ時に教平る養
り期な育成児育
ま・り就十童し

7月号

改正前 改正後

義務教育就学前

対象年齢 3歳未満
( 6歳到達後最初の年度末)

*H6年4月2日以後
に生まれた児童

手当
第 1子 ・第 2子
5，000円

変更なし
月額 第3子以降

10，000円

支払期限 2月 ・6月 ・10月 変更なし

広報ああず羽∞

児
童
手
当
の
支
給

を
受
け
る
に
は

児
童
手
当
は
、
養
育
者

か
ら
の
申
請
が
な
い
と
支

給
さ
れ
ま
せ
ん
。

三
歳
以
上
で
義
務
教
育

就
学
前
の
お
子
さ
ん
が
あ
¥

り
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る

¥
を
?

人
に
は
、
七
月
上
旬
頃
、書

~
当
か

類
を
送
付
す
る
予
定
で
す
。

一
浮
寸

一
童
ま

条
件
に
あ
て
は
ま
る
人

一
出
川

で
、
七
月
中
旬
を
過
ぎ
て

一
、
て

も
書
類
が
届
か
な
い
人
は
一
一
地
問
一
/

社
会
福
祉
課
ま
で
ご
連
絡
一
王
一
ゴ

ν

く
だ
さ
い
。

〆

¥

臥

す
で
に
児
童
手
当
を
受

け
て
い
る
人
で
、
三
歳
以

上
の
義
務
教
育
就
学
前
児

童
の
い
る
人
は
現
況
届
(
提
出
期
日

は
六
月
末
)
と
、
額
改
定
請
求
書
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

*ただし‘所得力t一定額以上の人には、児童手当は支給されまぜん。

。
手
続
き
は
い
つ
ま
で
に
す
る
の
?

九
月
二
十
九
日
幽
ま
で
に
申
請
す

れ
ば
、
平
成
十
二
年
六
月
分
ま
で
さ

か
の
ぼ
っ
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

。
手
続
き
は
お
早
め
に
f

手
続
き
後
の
事
務
処
理
に
は
一
定

の
時
聞
を
要
し
ま
す
。
九
月
に
手
続

き
を
さ
れ
た
場
合
、
十
月
の
支
払
日

に
間
に
合
わ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

手
続
き
は
お
早
め
に
ど
う
ぞ
/

※
公
務
員
の
人
は
、
勤
務
先
に
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

{
問
い
合
わ
せ
先
】

社
会
福
祉
課
庶
務
係

宮

@
2
1
1
1
(
内
線
1
8
1
)

いいえ

3歳以上で
義務教育就学前の

児童がいる

仕事や出産・病気・ けが
だれもが困るこんなとき

※9月29日までに提出しましょう
(注意)9月30日は土曜Bのため
該当と恩われる人には、 7月上
旬頃書類をお送りします。

況
+ 

I顎改定請求書」
を提出してください

庖J

{ま〆
悶見況庖j

を提出してください

中小業
は
事
附
育

都

府

目

標

山
川
劃
相

J
q
E
H
 

Uω

一
，

子お

※現況届は6月30日までに
提出しましょう

， -血4ユ
さ私大洲乳児保育所

司/告24-4418

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん
f

こ
ん
な
と
き

国
民
年
金
の
届
け
出
が
必
要
で
す

第
1
号
被
保
険
者

④
収
入
が
増
え
て
夫
の
扶
養

(
被
扶

養
配
偶
者
)
に
な
っ
た
と
き

⑤
夫
が
会
社
を
や
め
て
自
営
業
者
に

な
っ
た

⑤
夫
と
死
別
し
た
り
離
婚
し
た

(厚
生
年
金
・共
済
組
合
の
加
入
者
を
除
く
)

④
j
⑥
の
と
き
、
第
1
号
被
保
険

者
の
届
け
出
を
し
ま
す
。

第
3
号
被
保
険
者

①
勤
め
を
や
め
た
り
収
入
が
減
っ
た

②
夫
が
転
職
し
て
、
別
の
会
社
員
と

な
っ
た

③
結
婚
し
た

①
j

③
の
理
由
で
、
夫
の
扶
養
(
被

扶
養
配
偶
者
)
に
な

っ
た
と
き
、
第

3
号
被
保
険
者
の
届
け
出
を
し
ま
す
。

第
3
号
被
保
険
者
の
保
険
料
は
、

個
別
に
納
め
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
は
、

配
偶
者
の
加
入
し
て
い
る

被
用
者
年
金
制
度
全
体
か
ら
国
民
年

金
制
度
に
対
し
て
拠
出
金
と
し
て
負

担
さ
れ
る
た
め
で
す
。

な
お
、
第
3
号
被
保
険
者
の
届
け

出
を
遅
れ
て
行
っ
た
場
合
、
第
3
号

被
保
険
者
期
間
の
う
ち
、
直
近
の
二

年
間
ま
で
の
期
間
は
さ
か
の
ぼ
っ
て

今
年
も
大
洲
乳
児
保
育
所
で
一
時

保
育
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
保
護
者
の
労
働
・
職
業

訓
練
・
就
業
な
ど
の
た
め
に
、
家
庭

保
育
に
支
障
が
生
じ
た
場
合
、
原
則

と
し
て
平
均
週
三
日
を
限
度
と
し
て

断
続
的
に
一
日
を
単
位
と
し
て
、
お

子
さ
ん
を
お
預
か
り
す
る
も
の
で
す
。

こ
の
ほ
か
、
保
護
者
の
病
気
・
け

が
・
出
産
な
ど
、
や
む
を
得
な
い
理

由
に
よ
り
緊
急
ま
た
は

一
時
的
に
家

庭
保
育
が
で
き
な
い
場
合
に
も
、
お

子
さ
ん
を
お
預
か
り
し
て
い
ま
す
。

国
民
年
金
の
保
険
料
納
付
済
期
間
に

算
入
さ
れ
ま
す
が
、
そ
れ
以
前
の
期

間
は
算
入
さ
れ
ま
せ
ん
。

会
社
な
ど
に
勤
め
始
め
て、

厚
生

年
金
・
共
済
組
合
に
加
入
す
れ
ば
、
第

2
号
被
保
険
者
と
な
り
ま
す
。
事
業

所
な
ど
で
届
け
出
さ
れ
ま
す
の
で
個

別
に
届
け
出
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

詳
し
く
は
、
市
民
課
国
民
年
金
係

官

@
2
1
1
1
(
内
線
1
1
1
)
ま
で

O
対
象
児
童

0
歳
児
か
ら
就
学
前
児
童

八
時
三
十
分
か
ら

十
七
時
ま
で

平
日
は
七
時
三
十
分
か
ら
十
八
時

ま
で
、
土
曜
日
は
七
時
三
十
分
か
ら

十
七
時
ま
で
延
長
保
育
も
可
能
で
す
。

O
利
用
料
一
人
に
つ
き

一
日
千
円

こ
の
事
業
は
、
平
成
二
年
度
か
ら
、

地
域
保
育
セ
ン
タ
ー
活
動
事
業
と
し

て
制
度
化
さ
れ
た
も
の
で
す
。

{
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
}

大
洲
乳
児
保
育
所
宮

@

4
4
1
8

O
保
育
時
間

3 
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住に移(町
ん生封 ιと愛
だましとごの媛 !f.. lllf!tr;改善
こぞさ七か県 7RU J町才師、プ
と~」年か大沼町会やf
に中と)わがH0/i1l 1~ 世 l 皿\~
始江に、 h 市持i叶〔霊守 屋
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す生安が冗県 1
。が曇大 和安:~
移川洲三曇毒グ対
り町に年川

藤
樹
先
生
は
、
十
歳
か
ら
二
十
七

歳
ま
で
大
洲
藩
に
在
籍
し
、
地
方
民

政
を
あ
ず
か
る
一
方
、
同
僚
の
人
た

ち
と
儒
学
の
研
さ
ん
に
励
む
な
ど
、

の
ち
に
〈
近
江
聖
人
〉
と
し
て
た
た

え
ら
れ
た
人
間
形
成
や
〈
日
本
陽
明

学
の
祖
〉
と
し
て
大
成
し
た
学
問
形

成
の
礎
は
、
大
洲
の
地
で
培
わ
れ
ま

し
た
。
そ
し
て
、
近
江
帰
郷
後
に
お
い
て

も
、
藤
樹
先
生
と
大
洲
藩
士
と
の
交

流
は
、
書
簡
に
よ
る
学
問
指
導
な
ど

に
よ
り
、
先
生
が
四
十
一
歳
で
亡
く

な
る
ま
で
続
き
ま
し
た
。

....中江藤樹像

近
年
に
入
っ
て
、
大
洲
市
に
お
い

て
は
、
大
洲
藤
樹
会
の
創
立
、
城
山

等
に
銅
像
の
建
立
、
屋
敷
跡
へ
の

「
至
徳
堂
」
復
元
な
ど
顕
彰
事
業
を

展
開
し
ま
し
た
。
ま
た
、
安
曇
川
町

に
お
い
て
は
、
藤
樹
書
院
、
藤
樹
大

祭
な
ど
先
生
ゆ
か
り
の
伝
統
行
事
等

の
保
存
、
藤
樹
神
社
の
創
立
、
中
江

藤
樹
記
念
館
の
建
設
な
ど
、
町
を
上

げ
て
藤
樹
先
生
の
故
郷
と
し
て
遺
徳

を
顕
彰
し
て
き
ま
し
た
。

平
成
十
一
年
は
大
洲
市
、
安
曇
川

町
と
も
市
・
町
制
施
行
四
十
五
周
年

の
記
念
の
年
に
当
る
こ
と
か
ら
、
藤

樹
先
生
の
教
え
を
誇
り
と
す
る
、

「
生
誕
の
地
」
安
曇
川
町
と
「
勉
学

の
地
」
大
洲
市
、
二
つ
の
都
市
が
、

友
好
提
携
の
契
り
を
結
び
、

よ
り
深

い
友
好
関
係
を
築
き
、
互
い
に
協
力

し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

平
成
+
二
年
度
交
流
事
業

教
育
、
文
化
を
始
め
と
す
る
各
分

野
で
の
交
流
を
通
じ
て
、
お
互
い
の

ま
ち
が
活
性
化
し
た
文
化
の
香
り
高

い
ま
ち
キ
つ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

今
年
度
の
交
流
事
業
は
次
の
と
お

り
で
す
。

{
大
洲
市
}

①
友
好
市
民
制
度

安
曇
川
町
の
町
民
に
対
し
て
、
大

洲
(
友
好
)
市
民
と
し
て
の
登
録
を

呼
び
か
け
る
。
大
洲
(
友
好
)
市
民

と
し
て
登
録
し
た
人
は
、
年
会
費
を

徴
し
大
洲
(
友
好
)
市
民
証
を
交
付

し
、
大
洲
市
の
情
報
提
供
、
物
産
提

供
、
大
洲
市
訪
問
時
の
割
引
制
度
等

の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
。

②
安
曇
川
町
を
訪
ね
る
旅

広
く
市
民
の
皆
さ
ん
に
参
加
を
呼

び
か
け
、
十
月
十
三
日
(
金
)
か
ら
十

五
日
(
日
)
の
二
泊
三
日
で
安
曇
川
町

を
訪
ね
る
。
パ
ス
二
台
を
借
上
げ
、

第24回全国善行児童生徒表彰

大洲北中3年三好慎一君が

善行賞を受賞

桝田市長・片山教育長に

全国表彰の受賞報告

....安曇川町との友好提携

八
十
人
の
参
加
を
予
定
。

大
洲
市
は
、
旅
行
に
か
か
る
経
費

の
う
ち
、
パ
ス
代
を
補
助
す
る
。

※
詳
し
く
は
、
八
月
号
広
報
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

③
物
産
等
の
交
流
事
業

赤
煉
瓦
館
に
お
け
る
展
示
コ
ー
ナ
ー

の
設
置

(
物
産
、
パ
ネ
ル
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

等
の
展
示
)

安
曇
川
町
夏
祭
り
(
七
月
二
十
九

日
)
に
、
大
洲
市
物
産
の
展
示
販
売

を
行
う
。

④
小
学
生
交
流
事
業

夏
休
み
期
間
(
八
月
十
日
j

十
二

日
)
を
利
用
し
、
小
学
生
三
十
人
が

二
泊
三
日
で
安
曇
川
町
を
訪
ね
、
安

曇
川
町
小
学
生
と
の
交
流
を
図
る
。

第
二
十
四
回
全
国
善
行
児
童
生
徒

表
彰
式
(
主
催
・
:
財
団
法
人
時
啄
育

正
会
)
が
五
月
五
日
「
こ
ど
も
の
日
」
、

徳
島
市
で
行
わ
れ
、
大
洲
北
中
学
校

三
年
生
の
三
好
慎
一
君
が
善
行
賞
の

表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

こ
れ
を
、
つ
け
て
、
五
月
十
八
日
同

三
好
君
と
森
岡
也
す
志
教
諭
が
大
洲

市
役
所
を
訪
れ
、
桝
田
市
長
・
片
山

教
育
長
に
受
賞
の
報
告
を
し
ま
し
た
。

告

「

三
好
君
は
、
基
本
的
な
生
活
習

描
慣
が
し
っ
か
り
と
身
に
付
い
て
お
り
、

受
校
内
は
も
と
よ
り
地
域
の
人
た
ち
か

切
ら
も
信
頼
を
受
け
て
い
る
。
特
に
、

呈
校
内
美
化
に
努
め
、
弱
い
立
場
や
、

制
孤
立
し
が
ち
に
な
っ
て
い
る
生
徒
に

企
対
し
電
話
や
学
校
か
ら
の
届
け
物
、

励
ま
し
の
声
か
け
を
親
切
に
行
い
、

学
級
復
帰
へ
の
大
き
な
支
援
を
果
た

4 

【
安
曇
川
町
}

①
大
洲
市
を
訪
ね
る
旅

パ
ス
一
台
、
四
十
人
程
度
で
大
洲

市
を
訪
問
す
る
。
二
泊
三
日

②
小
学
生
大
洲
の
旅

八
月
七
日
j
九
日

小
学
六
年
生
、
十
五
人
が
、
二
泊

三
日
で
大
洲
市
を
訪
問
す
る
。

③
物
産
等
交
流

大
洲
ま
つ
り
(
お
祭
り
広
場
)
に
、

安
曇
川
町
物
産
の
展
示
販
売
を
行
う
。

④
木
版
刷
り
贈
呈
事
業

中
江
藤
樹
記
念
館
で
、
大
洲
市
民

の
来
館
者
に
対
し
木
版
刷
り
「
致
良

知
」
の
贈
呈
を
行
う
。

⑤
立
志
祭
で
、
い
も
た
き
セ
ッ
ト

を
配
布

小
学
生
一
五

O
人
対
象

す
こ
と
が
で
き
た
。
」
と
森
岡
教
諭
か

ら
報
告
が
あ
り
、
桝
田
市
長
は
「
少

年
非
行
が
問
題
と
な
る
昨
今
と
て
も

う
れ
し
い
ニ
ュ
ー
ス
で
す
。
」
と
お
祝

の
言
葉
を
送
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
、
「
当
た
り
前
の
こ
と

を
し
て
き
た
だ
け
で
す
。
」
と
少
し
気

恥
し
そ
う
に
答
え
て
い
た
三
好
君
。

受
賞
し
た
と
き
の
感
想
や
、
日
頃
の

学
校
で
の
こ
と
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な

話
題
に
つ
い
て
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

そ
ん
な
三
好
君
へ
、
先
生
か
ら

「
こ
れ
か
ら
も
、
地
道
な
活
動
で
は
あ
っ

て
も
周
り
の
人
の
支
え
と
な
る
よ
う

な
行
為
で
周
囲
の
人
々
に
共
感
の
輪

を
広
げ
、
善
行
が
満
ち
あ
ふ
れ
る
よ

う
な
社
会
が
築
か
れ
る
よ
う
努
力
を

続
け
て
ほ
し
い
。
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
あ
り
ま
し
た
。
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やる気と元気のおる人

@大洲市職員募集
求む/

6月19日(月)か5受付
大洲市役所(市長公室)
宮24-2111内線312
市立大洲病院
ft24-2151 

大
洲
市
で
は
、
平
成
十
二
年
度
の

職
員
募
集
を
次
の
よ
う
に
実
施
し
ま

す
。

ど採

A 早大
霊|洲

ぷ|市

~ I 役
差|所

事
務
職
員

〈大
学
卒
〉
五
人
程
度

事
務
職
員

〈短
大
・
高
校
卒
〉

二
人
程
度

二
人
程
度
一
人
一
人

B C

保
育
士

D

幼
稚
園
教
諭

E

保
健
婦
(
士
)

受
験
資
格

①
日
本
の
国
籍
を
有
す
る
人

②
地
方
公
務
員
法
第
十
六
条
(
成
年

被
後
見
人
な
ど
)
に
該
当
し
な
い

人
③
採
用
後
は
、
大
洲
市
内
に
居
住
可

能
な
人

④
A
は
、
昭
和
五
十
年
四
月
二
日
以

降
に
生
ま
れ
た
人
で
、
学
校
を
平

成
十
三
年
三
月
末
ま
で
に
卒
業

(
見
込
み
)
の
人

⑤
B
は
、
昭
和
五
十
三
年
四
月
二
日

以
降
に
生
ま
れ
た
人
で
、
学
校
を

平
成
十
三
年
三
月
末
ま
で
に
卒
業

(
見
込
み
)
の
人

⑤
C
は
、
昭
和
五
十
二
年
四
月
二
日

以
降
に
生
ま
れ
た
人
で
、
保
育
士

の
資
格
を
有
す
る
人
又
は
平
成
十

三
年
三
月
末
ま
で
に
資
格
取
得
見

込
み
の
人

⑦
D
は
、
昭
和
五
十
年
四
月
二
日
以

降
に
生
ま
れ
た
人
で
、
幼
稚
園
教

諭
の
免
許
を
有
す
る
人
又
は
平
成

十
三
年
三
月
末
ま
で
に
免
許
取
得

見
込
み
の
人

③

E
は
、
昭
和
四
十
八
年
四
月
二
日

以
降
に
生
ま
れ
た
人
で
、
保
健
婦

(
士
)
の
免
許
を
有
す
る
人
又
は

平
成
十
三
年
三
月
末
ま
で
に
免
許

取
得
見
込
み
の
人

受
付
期
間
六
月
十
九
日
j
七
月
十
日
。
た

だ
し
、

B
は
、
六
月
十
九
日

i
八

月
十
八
日

そ
の
他受
験
資
格
、
試
験
日
な
ど
詳
し

く
は
、
地
区
回
覧
の
「
大
洲
市
職

員
採
用
試
験
案
内
」
を
ご
覧
い
た

だ
く
か
、
市
長
公
室
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

宮

@
2
1
1
1

(
内
線
3
1
2
i
3
1
4
)

市
立
大
洲
病
院

採
用
予
定
職
種

。
診
療
放
射
線
技
師

O
助
産
婦

O
看
護
婦
(
士
)
等

受
付
期
間

七
月
十
七
日

i
八
月
七
日

そ
の
他受
験
資
格
、
試
験
日
な
ど
詳
し

く
は
、
地
区
回
覧
の
「
大
洲
市
職

員

(
医
療
技
術
職
員
・
助
産
婦
・

看
護
婦
(
士
)
)
採
用
試
験
案
内
」

を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
市
立
大
洲

病
院
事
務
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

宮
⑫
2
1
5
1

天ぶら油による火災の防止
来客や電話の応対などで台所をちょっ
と離れた隙に・
台所を離れるときは、必すコンロの
よよとを消す習慣をつけましょう。

富斎
訪
露遺
書車
警護

霊筆
者E本
催歯

大
洲
市
で
は
、
平
成
十

一
年
度
事

業
と
し
て
、
「
大
洲
市
中
心
市
街
地

活
性
化
基
本
計
画
」
の
策
定
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
が
、
去
る
五
月
末
、

国
へ
の
提
出
を
完
了
し
ま
し
た
。
こ

の
基
本
計
画
は
、
人
口
減
、
機
能
低

下
の
進
む
中
心
市
街
地
を
再
活
性
化

さ
せ
る
た
め
に
、
取
り
組
む
べ
き
事

業
に
つ
い
て
検
討
し
、
そ
の
結
果
を

取
り
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

今
後
は
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
主
体

的
な
協
力
を
得
な
が
ら
、
こ
の
計
画

を
進
め
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

中
心
市
街
地
に
お
い
て
は
、
随
時
説

明
会
を
開
く
予
定
で
す
。

な
お
、
概
要
に
つ
い
て
は
次
の
と

お
り
で
す
。

活性化の基本的な考え方

① これまでの蓄積による個性を活かし

た都市空間の形成

② 多様な機能集積によるまちの魅力の

充実

① 人を歩かせる仕掛けづくり

{
大
洲
市
に
お
け
る
中
心
市
街
地
の

範
囲
}
肱
川
を
は
さ
ん
で
、
肱
南

・
肱
北
・

喜
多
の
商
業
街
区
を
中
心
と
す
る
約

一
六
四
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
範
囲

{
活
性
化
の
コ
ン
セ
プ
ト
}

生
活
感
に
満
ち
、
心
が
ふ
れ
あ
い
、

誰
も
が
暮
ら
し
ゃ
す
い
、
生
活
の
ス

テ
ー
ジ
の
創
造

{
活
性
化
の
基
本
方
針
}

左
図
の
と
お
り

{
具
体
的
事
業
な
ど
}

計
画
や
具
体
的
な
事
業
の
内
容
な

ど
に
つ
い
て
は
、
左
記
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

{
問
い
合
わ
せ
先
}
商
工
観
光
課

ま
ち
づ
く
り
対
策
第
二
係

宮

(ω
2
1
1
1
(内
線
2
2
4
)

中心市街地の魅力の向上

(魅力的なイベント、施設の整備等)

-中心市街地への来街利便性の向よ

(受通アクセス、歩行空間の整備等)

.中心市街地の快適性の向上 (フチパ

ク、景観の整備等)

活性化事業展開の手順の考え方

第 1段階人を呼び込み、回避させるため
の仕掛けづくりに努め、民間による事業化

の芽づくり等に取り組む

第2段階 民間による活発な事業化を促
進し、活性化の芽を育て上げる

第3段階 本格的な事業投資を展開し、
求められる中心情街地の将来象を実現する

5 
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限
"
穆
き
挑
戦

今年はプロ野球解説者の

衣笠祥雄さん

8月24日(木)
18 : 30 開会 19 : 00 
大洲市民会館大ホール

衣笠祥雄さん

「限りなき挑戦」

1，000円(中学生以下は500円)
7月12日(水)から発売
大洲市民会館・大掛|小学校・大洲南中学

校をご利用ください。

チケットのお求めは、教育委員会(市役所5階)及び

各公民館で/詳しくは、教育委員会社会教育体育課まで

宮24-2111 内線553

スポーツに興味のある人、親子で学習したい人など、

幅広くお楽しみいただけます。皆さんのご来場をお待ち

しています。

日時

開場

場所

講師

演題

チケット

駐車場

簡易保険・国民年金の
融資で事業を行ないました

大洲市では、 『きらめき大洲21-
肱川に映える地域中核都市をめざ
して一』を基本理念に、市政を推
進しています。
平成11年度には、柚木第4団地
建設事業芯ど公共施設の整備を推
進しました。表に揚げた事業は、郵
便局の簡易保険積立金や国民年金
積立金の還元融資を受けています。

平成11年度簡易保険・国民年金資金融資施設(単位:万円)

65，620 

5，393 4，040 

96，683 

国

年

金

民

7 
月

g 
水量

努
|誕
Jし自
オ放

フ
ン

運
動
公
園

いよいよこれからが夏本番、子どもから大人ま

で楽しく涼しくプールで過ごしませんか。

水しぶきを上げて滑り降りるスライダープール、

川のように流れる流水プール、小さなお子さんに

は幼児プールと魅力いっぱいです。

7月 1 日 ~8月 31 日

9時30分~17時

運動公園水泳プール

合24-4704

開園期間

連絡先

6 

53，310 

@
嘩
護
霊
瞬
融
w一

大
洲
市
で
は
、
条
例
を
制
定
し
て

市
長
の
資
産
等
を
公
開
し
て
い
ま
す
。

本
年
度
新
た
仁
作
成
さ
れ
た
報
告
書

は
、
次
の
と
お
り
公
開
開
始
と
な
り

ま
す
の
で
、
閲
覧
を
希
望
す
る
人
は
、

詳
細
を
お
問
い
合
わ
せ
の
う
え
、
公

開
開
始
日
以
降
に
お
こ
し
く
だ
さ
い
。

公
開
す
る
報
告
書

一

資
産
等
補
充
報
告
書

二
所
得
等
報
告
書

三
関
連
会
社
等
報
告
書

公
開
開
始
日
六
月
三
十
日

公
開
日
時

平
日
の
九
時
j
十
二
時
、

十
三
時
j
十
六
時
三
十
分

※
閲
覧
に
は
、
申
請
書
に
よ
る
手
続

き
が
必
要
で
す

【
問
い
合
わ
せ
先
}

市
長
公
室
秘
書
係

宮

@
2
1
1
1
(
内
線
3
0
3
)

109，775 

講師

圏
民
文
化
講
演
会

三
枝
成
章
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
入
門

j
こ
ん
な
に
楽
し
い

ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
j

{
日
時
}
七
月
二
十
三
日
田

開
演
十
八
時
三

O
分

{
会
場
}
保
内
町
文
化
会
館

「
ゆ
め
み
か
ん
」

※
入
場
整
理
券
(
無
料
)
が
必
要

詳
し
く
は
、
大
洲
市
役
所
内
八
幡

浜
・
大
洲
地
区
広
域
市
町
村
圏
組
合

宮

@
2
0
5
6
ま
で

津

恥

H
E

幽

枝

作



市
内
圃・・・・・・

今
年
も
七
月
第
三
日
曜
日
に
、
市

内
一
斉
清
掃
(
郷
土
美
化
運
動
)
を

実
施
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

{
日
時
】

七
月
十
六
日
間
午
前
七
時
か
ら

{
場
所
}

市
内
の
河
川
、
道
路
、
公
固
な
ど

{
作
業
内
容
}

草
刈
り
、
ご
み
の
収
集
・
除
去
、

下
水
溝
の
清
掃
な
ど

{
問
い
合
わ
せ
先
】

保
険
環
境
課
環
境
保
全
係

7月号広報ああず 2000

第11回大洲市
カヌーツーリング駅伝大会

旬口Mno 

『
.

.

.

 
月
守

f

宮

@
2
1
1
1
(
内
線
1
6
2
)

※
こ
の
、
清
掃
作
業
以
外
で
も
地
域

活
動
と
し
て
作
業
計
画
が
あ
る
場

合
は
、
あ
ら
か
じ
め
保
険
環
境
課

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

斉
清
掃

七
月
は
河
川
愛
護
月
間

毎
年
七
月
は
「
河
川
愛
護
月
間
」

で
す
。
豊
か
で
住
み
よ
い
郷
土
づ
く

り
を
推
進
す
る
た
め
「
水
辺
に
や
す

ら
ぎ
、
心
に
ゆ
と
り
」
の
推
進
標
語

の
も
と
、
さ
ま
ざ
ま
に
な
行
事
を
予

定
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
参
加
・

清
流
肱
川
を
会
場
に
、
今
年
も
第

十

一
回
大
洲
市
カ
ヌ

l
ツ
ー
リ
ン

グ

駅
伝
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

自
然
に
親
し
み
、
川
の
楽
し
さ
を

味
わ
え
る
大
会
で
す
。
多
く
の
皆
さ

ま
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

《
募
集
要
項
》

【
開
催
日
時
}

平
成
十
二
年
八
月
二
十
日
(
日
)

午
前
九
時
か
ら

{
コ
ー
ス
}
大
成
橋
j
城
山
下

十
五
・

三
回

(
5
区
間
)

{
参
加
資
格
}

中
学
生
以
上
で
心
身
と
も
に
健
康

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

一
人
一
人
が
愛
護
の
精
神
で
、
河

川
清
掃
な
ど
に
も
参
加
し
て
み
ん
な

で
河
川
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

建
設
省
大
洲
工
事
事
務
所

な
人
。
(
市
内
外
を
問
い
ま
せ
ん
)

{
定
員
}

五
十
チ
l
ム
程
度

監
督
・
:
1
人
(
選
手
兼
監
督
可
)

選手・・・
5
人

補
欠
・
:
2
人
ま
で

{
ク
ラ
ス
}

初
心
者
か
ら
上
級
者
ま
で
、

A
・

B
-
C
の
ク
ラ
ス
に
分
か
れ
ま
す
。

{
参
加
料
}
無
料

{
申
し
込
み
受
付
期
限
}

平
成
十
二
年
八
月
四
日
(
金
)
ま
で

{
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
}

大
洲
市
教
育
委
員
会
内

大
洲
市
カ
ヌ
l
ツ
ー
リ
ン
グ
駅
伝

大
会
実
行
委
員
会
事
務
局

大
洲
市
大
洲
六
九

O
の
一

宮

@
2
1
1
1
(内
線
5
5
5
)

同
和
教
育
シ
リ
ー
ズ

企今年も皆さんのご協力を l

人
権
を
〈
ら
し
の
な
か
に
(
八
)

ぜ

ん

ご

う

に

ち

じ

よ

う

は

な

こ

と

ぱ

前
号
で
日
常
の
話
し
言
葉
な
ど
に

あ

ら

わ

き

べ

っ

て

き

ひ

ょ

う

げ

ん

か

ん

が

表
れ
る
差
別
的
表
現
に
つ
い
て
考
え

こ
ん
ご
う

て
み
ま
し
た
。
今
号
で
は
、
そ
れ
に

か

ん

れ

ん

さ

ベ

つ

ご

関
連
し
た
「
差
別
語
」
に
つ
い
て
考

お
も

え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

言
葉
は
、
ど
ん
な
言
葉
も
互
い
の

い

し

っ

た

か

意
志
を
伝
え
る
も
の
と
し
て
欠
か
せ

ま
せ
ん
が
、
ど
の
言
葉
が
差
別
語
で
、

ど
れ
が
差
別
語
で
な
い
の
か
が
、
あ

お己

ら
か
じ
め
決
ま
っ
て
い
る
わ
け
で
は

じ
た
い

あ
り
ま
せ
ん
。
言
葉
そ
れ
自
体
と
し

て
の
「
差
別
語
」
な
る
も
の
は
、

そ
ん
ざ
し

存
在
し
な
い
と
い
っ
て
よ
い
と
思
いき

ま
す
。
そ
れ
で
も
「
差
別
語
」
「
差

ベ

つ

よ

、

っ

こ

も

ん

だ

い

お

ぶ

捌
晶
君
問
帰
戸
起
よ
ゆ
め
沿
一
部

落
差
別
J

人
種
・
民
族
差
別
、

し
ん
た
い
し
よ
う
が
い
し
主
』
ベ
つ
じ
ょ
せ
い
さ
ベ
つ
な
ど

身
体
障
害
者
差
別
、
女
性
差
別
等
、

げ
ん
じ
っ

差
別
が
現
実
に
存
在
す
る
か
ら
で
あ

に
ん
げ
ん

り
、
そ
の
言
葉
に
よ
っ
て
人
間
の

そ

ん

げ

ん

ほ

う

ひ

と

で

尊
厳
を
冒
と
く
さ
れ
る
人
が
出
る
か

ら
で
す
。

わ

た

し

っ

か

か

の

う

せ

い

私
た
ち
が
日
常
使
う
可
能
性
の
あ

る
「
差
別
語
」
に
つ
い
て
い
く
つ
か

れ

い

あ

例
を
挙
げ
て
み
ま
す
と
、

お
ん
な

「
女
だ
て
ら
に
」「
女
の
く
せ
に
」

く

さ

め

的

「
女
の
腐
っ
た
よ

J
ほ
ι
「
女
伊
し
ど

な
ど
は
、
女
性
が
男
性
よ
り
劣
り
、

た

ち

ば

ひ

く

だ

ん

立
場
も
低
い
と
す
る
古
く
か
ら
の
男

せ

い

ゅ

う

い

し

や

か

い

で

ん

と

う

て

き

性
優
位
の
社
会
が
生
ん
だ
伝
統
的
な

女
性
差
別
表
現
で
す
。

No.261 

人
権
と
同
和
教
育

こ

な

に

わ

「
女
・
子
ど
も
に
何
が
分
か
る
か
」

歩
合
ノ
、

「女

・
子
ど
も
の
出
る
幕
で
は
な
い
」

lv
ち
に
ん
ま
え

な
ど
は
、

一
人
前
で
な
い
子
ど
も
や

あ
っ
か

一
人
前
と
し
て
扱
わ
れ
な
い
こ
と
に

し
て
き
た
女
性
を
ま
と
め
て
男
性
社

は

い

じ

よ

と

き

会
か
ら
排
除
す
る
時
に
使
っ
た
言
葉

で
す
。「
チ
ピ
」
「
デ
ブ
」
「
ブ
ス
」
や

た
ん
そ
く

「
ハ
ゲ
」
「
短
足
」
な
ど
は
、
人
の

し
ん
た
い
て
き
と
く
ち
ょ
う

身
体
的
特
徴
に
つ
い
て
の
伝
統
的
な

ベ
っ
し
よ
う
て
き
ひ
ょ
う
げ
ん
い

蔑
称
的
表
現
で
、
言
わ
れ
る
と
そ
の

す

る

ど

む

ね

っ

さ

言
葉
が
鋭
く
胸
に
突
き
刺
さ
り
ま
す
。

「
め
く
ら
」
「
つ
ん
ぼ
」
「
お
し
」

「
か
た
わ
」
「
び
っ
こ
」

「ち
ん
ば
」

き

じ

き

ば

ん

「
つ
ん
ぼ
桟
敷
」
「
め
ベ
仇
矧
」
な
ど

は
、
身
体
障
害
者
に
不
快
感
や
差
別

あ
た

感
を
与
え
る
表
現
で
す
。

つ

ね

あ

い

て

常
に
相
手
の
立
場
に
な
っ
て
、
相

ふ

ゆ

か

い

か

ん

手
が
不
愉
快
に
感
じ
る
よ
う
な
「
言

さ

葉
」
を
使
う
こ
と
は
避
け
る
べ
き
で

す
。
知
ら
な
か
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、

き

ず

か

相
手
を
傷
つ
け
る
こ
と
に
変
わ
り
は

ひ

ご

ろ

な

に

げ

あ
り
ま
せ
ん
。
日
頃
私
た
ち
が
何
気

な
く
使
っ
て
い
る
言
葉
が
、
人
を
傷

じ
こ
て
ん
け
ん

つ
け
て
い
な
い
か
、
自
己
点
検
を
し

て
み
ま
し
ょ
う
。

そ
れ
が
差
別
な
き
社
会
へ
の

一
つ

念
町
・
し
論
付

の
足
掛
か
り
と
な
り
ま
す
。

• 
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7月号

平成12年6月1日まで

に皆様か5お寄せいただ

いた復元のための募金額

は、 159.301.978円
です。

広報おおず 2000

大洲市は、市の新しいシンボルとして、市制施行50周年を迎える平成16年
(2004)の完成を目指し、大洲城天守閣復元事業に取り組んでいます。大洲
城に関する写真や資料などをお持ちの人はご連絡ください。ぎた、このコー
ナーに対してのご意見も募集しています。

商士観光課まちづくり対策係 内線222包 24-2111

かむら版

械

の
ーあ
蓮る
思風
Ei景
市②

篠
山
城
の
歴
史

篠
山
城
は
、
慶
長
十
四
年
(
一
六

O
九
)
議
仙
盤
施
の
中
央
部
に
徳
川

家
康
が
天
下
普
請
で
築
い
た
城
で
す
。

関
ケ
原
の
戦
い
に
勝
利
し
た
家
康
は
、

篠
山
が
京
都
・
大
坂
か
ら
山
陰
・
山

陽
へ
の
要
衝
で
あ
る
こ
と
に
注
目
し
、

豊
臣
氏
の
大
坂
城
と
豊
臣
方
の
西
国

大
名
に
に
ら
み
を
き
か
せ
る
た
め
築

城
し
ま
し
た
。

工
事
は
、
慶
長
十
四
年
三
月
九
日

に
着
工
さ
れ
、
そ
の
年
の
秋
に
は
完

成
さ
せ
る
突
貫
工
事
で
し
た
。
普
請

総
奉
行
を
姫
路
城
主
池
田
輝
政
、
縄

張
奉
行
を
築
城
の
名
手
藤
堂
高
虎
が

そ
れ
ぞ
れ
担
当
し
、
西
国
大
名
二
十

人
を
従
え
築
城
し
た
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。こ
の
城
は
、
二
百
六
十
余
年
に
わ

た
り
松
平
八
代
、
青
山
家
六
代
の
居

城
と
な
り
ま
し
た
。
石
高
は
初
代
に

は
五
万
石
で
し
た
が
、
文
政
十
年

(
一
八
二
七
)
に
一
万
石
を
加
増
さ

れ
、
明
治
四
年
の
廃
藩
ま
で
六
万
石

で
し
た
。
明
治
の
変
革
で
廃
城
と
な

り
、
建
造
物
の
ほ
と
ん
ど
が
取
り
壊

さ
れ
ま
し
た
が
、
石
垣
や
外
堀
な
ど

の
遺
構
が
原
形
を
残
し
て
い
る
こ
と

か
ら
国
史
跡
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

お
お
し
よ
い
ん

天
下
普
請
を
誇
示
す
る
大
書
院

今
春
、
こ
の
篠
山
城
に
新
し
い
篠

山
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
大
書
院
が
復

元
さ
れ
ま
し
た
。
天
守
閣
を
持
た
な

い
篠
山
城
は
御
殿
で
あ
る
大
書
院
で

藩
の
政
治
が
執
り
行
わ
れ
て
い
ま
し

た
。
大
書
院
は
、
廃
藩
後
も
残
り
、

小
学
校
舎
や
郡
公
会
堂
と
し
て
親
し

ま
れ
て
い
ま
し
た
が
、
昭
和
十
九
年

(
一
九
四
四
)
一
月
に
火
災
に
よ
り

焼
失
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、

地
元
の
青
年
ら
の
起
こ
し
た
復
元
運

動
を
機
に
、
気
運
が
高
ま
り
、
当
時

の
篠
山
町
(
平
成
十
一
年
四
月
一
日

に
篠
山
町
周
辺
の
四
町
が
合
体
し
、

篠
山
市
が
誕
生
)
が
復
元
事
業
を
進

め
て
き
ま
し
た
。

大
書
幌
は
い
棉
高
十
二
・
八

m
、

屋
根
は
入
り
母
屋
造
り
の
平
屋
建
て

々
、
サ
ワ
ラ
材
の
こ
け
ら
(
薄
板
で

葺
く
屋
根
)
十
五
万
五
千
枚
で
葺
か

れ
て
い
ま
す
。
材
料
は
吉
野
産
の
ヒ

ノ
キ
・
ス
ギ
な
ど
全
て
圏
内
産
の
材

が
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
床

-主
実

面
積
は
、
木
造
建
築
と
し
て
は
大
変

大
規
模
で
、
七
三
九
・
三
三
2m
も
あ

り
、
現
存
す
る
も
の
で
は
、
京
都
二

条
城
本
丸
御
殿
、
同
二
の
丸
御
殿
大

広
間
・
書
院
に
匹
敵
し
ま
す
。
二
条

城
は
将
軍
が
上
洛

し
た
際
の
宿
所
と

し
て
当
て
ら
れ
た

第
一
級
の
も
の
な

の
で
、
一
藩
の
大

名
の
書
院
と
し
て

は
破
格
の
規
模
と

一
言
え
ま
す
。

三
月
二
十
六
日

の
一
般
公
開
初
日

に
は
、
篠
山
市
内

外
か
ら
大
勢
の
人
々

が
訪
れ
、
新
市
の

新
し
い
シ
ン
ボ
ル

と
な
っ
た
建
物
を

誇
ら
し
げ
に
見
学

し
て
い
ま
し
た
。

古
い
屋
並
み
の
残

...大書院全景

8 

企高くそびえる篠山城石垣企一般公開に訪れる人々

る
市
街
地
か
ら
城
跡
完
挑
め
る
と
、

大
書
院
の
大
屋
根
が
漆
喰
壁
の
聞
か

ら
の
ぞ
き
、
夜
と
も
な
る
と
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
さ
れ
、
天
下
普
請
を
誇
示
す

る
か
の
よ
う
に
浮
か
び
上
が
っ
て
い

る
の
が
印
象
的
で
し
た
。

半
世
紀
ぶ
り
に
復
元
さ
れ
た
大
書

院
は
、
こ
れ
ま
で
受
け
継
が
れ
て
き

た
当
地
方
の
歴
史
・
文
化
の
基
盤
と

し
て
多
く
の
人
々
に
永
く
親
し
ま
れ

て
い
く
こ
と
で
し
ょ
、
っ
。



始まる

水郷大洲の夏の風物詩「ラ力、い」ガ始まりました。この目は、鵜の供養の
後、神事か.行われ、期間中の安全とうかいの発展を祈願。開幕式では、大
洲市で英語指導助手をしているR.ダ二エjしさんが臥龍太鼓てデビューし、
来賓をはじめうかい関係者に華麗なパチさばきを披露しました。

夏の風物詩「うかし¥j句〉

守主〉 満開のつつじのな力、でモデル撮影

~ 
赤や白やピンクの花ガ咲き乱れ、圧倒されそうな満開のつつじの
怠かで、大洲つつじまつりモデ)1.-撮影会ガ行われました。この白は、
好天に恵まれ、多くの写真愛好家や観光客ガ思い思いのアングル力、
らシャッターを切っていました。

すくなひこな

祝少彦名温泉オーブン/

4時世

100リットjし100円/温泉スタントで24時間だれでも利用できます。
平成10年に掘り当てた少彦名温泉か.ついにオーブンしました。
気軽に自宅で温泉気分を味わってみませんか。ポリ容器を持って
今すぐGO!

3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3手
544
0
3
j
3
3
3
3
3
3
j
j
j
j
s

児童図書の贈りもの

ム副島...iI-iJE!Oif L・・・・・端当聖包晶←←--ーーー
子どもたちの健やかな成長に役立てるため市立図書館で活用して
くださいと、国際ソロフチミスト大洲の平田美代子さんら3人ガ大
洲市役所に桝田市長を訪ね、児童図書の贈りものをしました。

¥
み
了
q

LYdi 

守主ら守会 花壇づくりで心に潤いを
瞳

「市民参加の街づくり」の環として、老人会・商工会・造園
業者らで組織する大洲市都市公園等施設管理推進協議会の皆さん
により緑地公園で花壇づくりが行われ、サルビアやマリーコーjしド合
わせて1，500本の苗を植えました。
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7月号

いきいき

"Lite 

保健センター合23-0310

広報ああず 20∞

あなたの健康を

サポートします

実
施
場
所
は
い
ず
れ
も
総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー

2
階
で
す
。

【
乳
幼
児
健
康
診
査
】

0
7
月
4
日

ω
平
成
四
年
2
月
生
※

0
7
月
四
日
同
平
成
叩
年
四
月
生

0
7
月
白
日

ω
平
成
9
年
6
月
生

受

付

時

間

日

時

1
日
時
叩
分

持
参
品
母
子
手
帳
・
ア
ン
ケ
ー
ト

パ
ス
タ
オ
ル
(
※
の
み
)

【
叩
カ
月
児
育
児
相
談
】

0
7
月
3
日
開
平
成
日
年
9
月
生

受
付
時
間

9
時
加
分
l
m
時

持
参
品
母
子
手
帳
・
ア
ン
ケ
ー
ト

|日曜・祝祭日の当番医|

7月2日 大久保内医院(八多喜)

(日) ft26-1131 

浦岡医続(三の丸)

浜)

谷)

ft24-2024 

ft52-0209 

回渡クリニック(新

菊池医院(長

(日)

7月16日

(日)

7月98

パ
ス
タ
オ
ル

【
健
康
相
談
・
栄
養
相
談
】
予
約
制

0
7
月
げ
日
開

相
談
時
間
日
時
i
ロ
時
、
日
時
1
日
時

持

参

品

健

康

手

帳

成
人
病
(
生
活
習
慣
病
予
防
)

検
診
・
が
ん
検
診
の
お
知
ら
せ

脳
卒
中
は
、
高
血
圧
・
動
脈
硬
化
な
ど

の
生
活
習
慣
病
と
深
く
か
か
わ
っ
て
い

ま
す
。
自
分
の
生
活
を
見
直
し
て
病
気

に
な
り
に
く
い
生
活
習
慣
を
身
に
つ
け

る
た
め
に
も
、
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

申
し
込
み
を
さ
れ
た
人
に
は
、
問
診

票
を
お
送
り
し
ま
す
。
記
入
し
て
、
当

日
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

実
成
人
病
・
結
核
検
診
、
肺
・
胃
・
大

腸

・
婦
人
が
ん
検
診

O
五
郎
多
目
的
研
修
セ
ン
タ
ー

7
月
6
日
附

女
成
人
病
・
結
核
検
診
、
肺

・
胃
・
大

腸
・
婦
人
が
ん
検
診

0
平
野
連
絡
所

7
月
四
日
開
・

日
日

ω

安
婦
人
が
ん
検
診

O
上
須
戒
連
絡
所

7
月
日
日

ω

O
大
川
連
絡
所

7
月
幻
日
幽

O
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー
(
蔵
川
)

7
月
白
日
開

ft25-3217 

宮)

ft24-1200 

宮)

口)

ft24-1500 

ft24-0700 

救急当番病院

末光眼科(若

医院(若

いんなみ眼科(回

平田

7月20日

同

7月30日

(日)

(日)

7月23日

叩
歳
以
上
の
人
は
無
料
で
す
。

時
間
・
料
金
に
つ
い
て
は
、
健
康
チ
ェ
ッ

ク
カ
レ
ン
ダ
ー
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

大

洲

保

健

所

【
エ
イ
ズ
検
査
・
相
談
】

O
第

1
・
3
火

曜

日

日

時

j

U
時

【
難
病
医
療
相
談
】

O
第
3
火

曜

日

日

時

1
日
時

【
女
性
の
健
康
相
談
】

O
第
3
木

曜

日

目

時

j

U
時

【
精
神
保
健
福
祉
相
談
】

O
第
3
金

曜

日

目

時

1
日
時

【
思
春
期
保
健
相
談
】

O
第

3
金

曜

日

日

時

1
日
時

【
ピ
カ
イ
チ
歯
の
健
康
相
談
】

0
7
月
四
日
凶
日
時

1
日
時

対
象
就
学
前
児
童

(
4
1
6歳
)

内
容
歯
科
検
診
、
み
が
き
指
導
、
フ
ツ

ソ
塗
布
、
健
康
相
談
な
ど

0
7
月

6
日
岡

市
立
大
洲
病
院

大
洲
中
央
病
院日
時
却
分
l
m
時
却
分

0
7
月
幻
日
開

愛
媛
県
建
設
業
協
会日
時
j

M
時

日
時
l
u
時

曜日によって救急当番病院は変

わります。昼間・夜間の急患など、

ご相談は、その日の当番病院まで。

市立大洲病院(西大洲)

ft24-2151 

加戸病院(若宮)

ft24-5101 

大洲中央病院(東大洲)

ft24-4551 

月・火曜日

日

木~日曜日

曜水

七
月
新
刊
案
内

最
新
パ
ソ
コ
ン
買
う
と
き
ガ
イ
ド

日
本
実
業
出
版
社

朝
日
新
聞
よ
、
変
わ
り
な
き
い
/

朝
日
新
聞
社
編

菜
根
誇
に
学
ぶ
人
間
学
境
野
勝
悟
著

い
つ
も
こ
こ
ろ
に
休
日
を
菅
野
泰
蔵
著

人
の
上
に
立
つ
人
に
な
れ
渡
部
昇
一
著

頭
脳
ト
リ
ッ

ク

樺

旦

純

著

葬

送

譜

佐

高

信

著

露
天
風
E

J
A
F
出
版
社

子
ど
も
と
で
か
け
る
愛
媛
あ
そ
び
場
ガ

イ

ド

ロ

l
ズ
・
ソ
l
・
ホ
ワ
ッ
ト
著

松
本
清
張
の
ケ
ル
ト
紀
行
N
H
K
出
版
社
編

有
料
老
人
ホ

l
ム
を
選
ぶ
生
き
方

伊
浮
次
男
著

グ
リ
コ
・
森
永
事
件
大
谷
昭
宏
著

転

職

か

ら

天

職

へ

井

上

正

弘

著

主
婦
と
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
た
め
の
経
済

学

朝

日

新

聞

経

済

部

著

い
じ
め
を
や
っ
つ
け
る
本

ミ
ッ
シ
ェ
ル
・
エ
リ
オ
ッ
ト
著

野

外

料

理

入

門

地

球

丸

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
事
件
簿
②高
松
敏
郎
著

広
島
発
ケ
ナ
フ
事
典
木
崎
秀
樹
編

裏
の
山
に

い

ま

す

遠

藤

ケ

イ

著

定
年
後
は

「ゴ
ル
フ
」
で
シ
ン
グ
ル
の

腕

前

を

め

ざ

そ

う

佐

藤

拓

宋

著

実
践
サ
パ
イ
パ
ル
の
す
す
め
大
海
淳
著

プ
ロ
野
球
問
題
だ
ら
け
の
ロ
球
団

小
関
順
二
著

ナ
カ
タ
・
ネ
ッ
ト
開
l
問
中
田
英
寿
著

月
亭
八
方
の
原
因
不
明
の
猛
虎
党
病
記

月
亭
入
方
著

大
野
信
ほ
か
著

秋
山
庄
太
郎
著

デ
ジ
タ
ル
写
真
入
門

麗
し
の
銀
幕
ス
タ
ア

10 

大
人
の
た
め
の
漢
字
練
習
帳
高
坂
登
著

俳
句
十
二
か
月

稲

畑

汀

子

著

父
・
井
上
靖
の
一
期
一
会
黒
田
佳
子
著

源
氏
物
語
は
こ
ん
な
に
お
も
し
ろ
い

小
原
喜
代
子
著

結
城
五
郎
著

藤
野
千
夜
著

童
門
冬
二
著

鈴
木
英
治
著

森
村
誠
一
著

結
城
五
郎
著

戸
樫
圭
太
著

馳

星

周

著

長
野
ま
ゆ
み
著

近
藤
富
枝
著

松
田
美
智
子
著

今

野

敏

著

梓

淳

要

著

南
原
幹
雄
著

小
杉
健
治
箸

村
山

学
著

曽
野
綾
子
著

土
屋
賢
二
著

厳
か
な
る
終
駕

夏
の
約
束

異
聞
お
く
の
ほ
そ
道

義

元

謀

殺

上

・
下

砂
漠
の
駅

哀
し
い
民

レ
イ
ミ

虚
の
王

サ
マ

1
・
キ
ャ
ン
プ

江
戸
の
花
女
御

ス
ク
ー
プ

残
照
遊

部

上

・

下

異
人
斬
り

菟
罪
明
る
く
ボ
ケ
ょ
う

「ほ
ど
ほ
ど
」
の
効
用

棚
か
ら
哲
学

c
I
A
洗
脳
実
験
室

ハ
l
ピ
1
・
ワ
イ
ン
ス
タ
イ
ン
著

南

の

ひ

と

北

の

ひ

と

李

浩

哲

著

紅

豚

森

福

都

著

フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
幻
書
行

ロ
パ

l
ト
・
ヘ
レ
ン
ガ
著

謎

の

蔵

書

票

ロ

ス

・

キ

ン

グ

著

七
月
生
涯
学
習
講
座
ご
案
内

古
文
書
解
読
講
座

「
大
洲
藩
君
命
録
」
に
つ
い
て

講
師

芳
我
一
章
先
生

日
時

7
月
初
日
制

9
時
加
分
i
日
時
叩
分

場
所

大
洲
市
立
図
書
館

4
階

O
お
気
軽
に
ご
参
加
下
さ
い
。
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阪
神

・
淡
路
大
震
災
で

被
災
さ
れ
た
皆
さ
ん
ヘ

被
災
者
の
生
活
再
建
を
支
援
す
る

「被
災
者
自
立
支
援
金
」

の
申
請
期
限

(
平
成
ロ
年
4
月
出
日
)
は
す
で
に
経

過
し
て
い
ま
す
が
、
申
請
期
限
内
に
支

給
条
件
を
満
た
し
て
お
り
、
申
請
期
限

内
に
申
請
で
き
な
か
っ
た
事
情
や
理
由

が
あ
る
場
合
は
、
申
請
を
受
け
付
け
ま

す
。詳
し
く
は
、
次
の
と
こ
ろ
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

兵
庫
県
内
の
市
町
の
担
当
課
ま
た
は

県
外
住
居
被
災
者
専
用
相
談
電
話
(
フ

リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
・
通
話
料
無
料
)

8
0
1
2
0ー

7
8
1
4
1
3
3

兵
庫
県
生
活
復
興
課

8
0
7
8
3
6
2
1
4
0
2
2
 

市

町

村

振

興

宝

く

じ

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
発
売

「
l
等

・
前
後
賞
あ
わ
せ
て

3
億
円

/
」
市
町
村
振
興
く
じ
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン

ボ
が
、
い
よ
い
よ

7
月
げ
日
聞
か
ら
発

売
で
す
。

今
年
は
「
夏
祭
り
賞
5
万
円
」
の
新

設
、
「

5
等
3
千
円
」
の
復
活
な
ど
、

魅
力
あ
る
宝
く
じ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

V
発
売
期
間

平
成
ロ
年
7
月
口
日
開
j
8
月
4
日
幽

こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
、
市
町
村

の
明
る
く
住
み
よ
い
街
づ
く
り
に
使
わ

れ
ま
す
。

石

山

宗

善

水

谷

武

義

【
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
投
げ
}

東

通

弘

【

1
0
0
M
走
】

山

岡

頼

夫

3
位

真

鍋

好

次

郎

3
位

(
順
位
に
つ
い
て
は
障
害
区
分
別
)

合

@
3
1
9
1

多
国
宿
舎
管
理
事
務
室

8
@
2
7
4
8
 

扇

風

機

は

使

用

前

に

必

す

自

己

点

検

を

そ
ろ
そ
ろ
扇
風
機
が
活
躍
す
る
季
節
。

安
全
に
使
う
た
め
、
十
分
な
点
検
を
行

い
ま
し
ょ
う
。
羽
根
が
回
転
し
な
い
、

回
転
が
遅
い
・
不
規
則
、

モ
ー
タ
ー
部

が
熱
い
、
こ
げ
臭
い
ニ
オ
イ
や
異
常
な

音
が
す
る
:
・な
ど
の
症
状
が
あ
っ
た
ら

要
注
意
。
異
常
を
放
置
し
た
ま
ま
無
理

に
使
用
す
る
の
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

使
用
に
つ
い
て
不
明
な
点
が
あ
る
と

き
は
、
必
ず
販
売
庖
等
に
ご
相
談
く
だ

長、い
。

第

犯

回

愛

媛

県

身
体
障
害
者
体
育
大
会

5
月
幻
日
側
、
松
山
市
の
愛
媛
県
総

合
運
動
公
園
陸
上
競
技
場
に
お
い
て
、

第
沼
田
愛
媛
県
身
体
障
害
者
体
育
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

大
洲
市
か
ら
も
選
手
ロ
名
・
応
援
凶

名
が
参
加
し
、
各
競
技
に
熱
戦
を
繰
り

広
げ
ま
し
た
。

参
加
選
手
の
成
績
は
次
の
と
お
り
で

す。【砲
丸
投
げ
}

上

甲

武

一

向

井

八

重

子

河

内

義

春

西

田

徳

男

大

石

晴

直

松

中

良

{走
幅
跳
び
】

中

川

3 
位

-
位

雇

用

促

進

住

宅

入

居

者

募

集

中

雇
用
促
進
住
宅
多
田
宿
舎
の
入
居
者

を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

住
宅
名

雇
用
促
進
住
宅
多
田
宿
舎

大
洲
市
多
国
甲
6
1
2

2
D

K

 

1
7
，
6
0
0
円
l

間
取
り

家

賃

2
0
，
6
0
0
円

駐
車
場

1
カ
月
分

3
0
0
円

入
居
資
格

①
雇
一
用
保
険
の
被
保
険
者
で
あ
る

②
毎
月
の
収
入
額
が
家
賃
と
共
益
費

合
計
の

4
倍
以
上
で
あ
る
こ
と

③
同
居
す
る
家
族
が
あ
る
こ
と

④
確
実
な
連
帯
保
証
人
(
原
則
と
し

て
勤
務
先
の
事
業
主
)が
あ
る
こ
と

【問
い
合
わ
せ
先
}

大
洲
公
共
職
業
安
定
所

U
タ
ー
ン
フ
ェ
ア
開
催

首
都
圏
に
在
住
す
る
U
タ
l
ン
就
職

希
望
者
や
来
春
卒
業
予
定
の
大
学
生
な

ど
を
対
象
と
し
て
、

U
タ
l
ン
フ
ェ
ア

が
開
催
さ
れ
ま
す
。

地
元
企
業
と
の
面
接
を
行
う
ほ
か
、

ハ
ロ

l
ワ
l
ク
職
員
に
よ
る

U
タ
l
ン

就
職
の
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
の
で
、
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

な
お
、
ご
家
族
の
中
に

U
タ
l
ン
就

情)内田電気水道設備

ft25-2858 
岡福水道工事庖

ft24-3656 
惰)オクダ設備

ft25-4107 
大塚鉄工所

ft25-0300 
(槻西国興産

ft25-2197 
神南設備

ft25-4684 
中央建設 (掬
まま 24-3 5 5 6 
久保鉄工所

ft26-0537 
備)神 田鉄工所

ft24-4122 
備)佐々木鉄 工

ft26-0875 
城戸電業社

ft25-2944 
惰)菊地浄イlオ曹センター
会 24-0013
(械土居鉄工所
ft24-4519 
松浦建設(械

ft25-5335 
備)南予水道住設

合 25-1350
(有)ア サ ノ設 備

ft24-0783 
(有)星 加 水道設備

合 26-0 0 2 0 
佐藤水道庖
合 24 -4 4 1 0 
徳森設備
ft25-4023 
上甲建設(槻

ft24-5914 
惰) 丸 電工業

ft24-5351 
滝 田 商庖
ft25-0910 

水道業者の

緊急漏水当番

7月1日出

-
位
l
位
1
位
2
位
3
位

健

位

7月2日(日)

7月15日比)

7月8日仕)

7月9日(日)

7月16日(日)

7月20日(木)

7月22日出

7月23日(日)

7月29日出

7月30日(日)

職
を
希
望
す
る
人
が
い
る
場
合
は
、
ぜ

ひ
と
も
連
絡
し
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

開
催
日
時

平
成
ロ
年
7
月
却
日
出
か
ら

7
月
初
日
間
ま
で

開
催
場
所

中
野
サ
ン
プ
ラ
ザ
叩
階
i
日
階

東
京
都
中
野
区
中
野
4
1
1
1
1

(
J
R
中
央
線
中
野
駅
前
)

【問
い
合
わ
せ
先
】

愛
媛
労
働
局
職
業
対
策
課

8
0
8
9
9
4
1

2
9
4
0
 

お
お
す
赤
煉
瓦
館
ご
案
内

V
嵯
峨
御
流
い
け
ば
な
展

6
月
幻
日
幽
j
7
月
2
日
間

V
肱
彩
会
小
品
展

7
月
4
日
例
j
7
月
9
日間山

V
大
洲
陶
芸
会
作
品
展

7
月
日
日
ω
1
7
月
四
日
間

V
押
し
花
サ
ロ
ン
ふ
る
l
る
作
品
展

代

表

小

鹿

弘

子

7
月
四
日
ω
1
7
月
お
日
間

V
日
本
習
字
作
品
展代

表

上

回

暁

山

7
月
お
日
附
j
7
月
初
日
間

展
示
時
間
叩
時
j
口
時

※
最
終
日
は
日
時
ま
で

お
お
ず
赤
煉
瓦
館
会
@
1
2
8
1

八
編
集
後
記

V

全
国
十
三
カ
所
で
行
わ
れ
て
い
る
鵜

飼
の
中
で
も
、
運
行
距
離
が
長
く
、
景

色
の
変
化
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
の

が
水
郷
大
洲
の
う
か
い
の
特
徴
。

う
か
い
開
き
に
は
、
最
高
の
写
真
を

と
意
気
込
ん
で
撮

っ
た
写
真
が
数
十
枚
。

翌
日
、
出
来
上
が
り
を
見
て
み
る
と
、

「鵜
が
い
な
い
/
」
、
「
真

っ
暗
」
な
ど
な

ど
・
:
。
で
っ
か
い
(
の
写
真
)
は
、
難
し

い
よ
ォ
。」
と
の
先
輩
の
言
葉
に
納
得
。

確
か
に
難
し
か
っ
た
で
す
。

(

や

)

11 
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内
ヰ目 談 内 王fヂ宝司 日 時など 場所など 聞い合わせ先

交通事故相談 7 月 10日 (木V10時~15時 市役所3階会議室 総務財政課父通安全係

(愛媛県) 7 月 25日ω/10時~15時 市役所3階会議室 n24-2111 内線323
人 f霊 キ目 談 7 月 19目的/10時~15時 市役所3階会議室

急ぐときは法務局 n24-4155 
(法務省) 7 月 14日働/10時~15時 新谷公民館

fj 政 中目 談
7 月 8 目白/10時~16時 市民会館 急ぐときは 包24-5072C山本)

(総務庁) n24-4294C辻)

市民法律相談 7 月 8 日曲/10時~16時 市民会館
※予約が必要。総務財政課行政係

n24-2111 内線328

社会保隙相談
7 月 15日制/10時~16時

市民会館
松山西社会保険事務所

7 月 18日ω/10時~16時 n089-925-5105 
不動産無料相談 7 月 15日∞/ 9 時~16時 宅建協会大洲支部 情)上田喜六不動産 n24-4452 
定期税務相談 7 月 14日働/10時~15時 大洲商工会議所 大洲税務署 n24-3115 

l 一般相談 毎週月 ・水 ・金曜日
社会福祉協議会相談室

心配ごと 法律相談 毎週火曜日 社会福祉協議会 n23-0313 
中目 談 介護相談 毎週木曜日

(総合福祉センターl階)

l電話相談 10時~12時 、 13時~16時 (直通)n23-5629 
家庭児童相談 毎日の執務時間中 市役所高齢福祉課 n24-2111 内線 172

同和問題に関する
毎日の執務時間中

大洲隣保館 n24-6100 
何 で も 相 談 大洲福祉会館 n25-0947 

青少年相談電話 毎日の執務時間中 青少年センター n24-7830 
ふれ愛スクール相談電話 毎日の執務時間中 国立大洲青年の家 まま24-1414

案と
_. 
L. 談本目

※いずれも無料です。お気軽にご相談ください。

二
十
世
紀
の
大
洲

蜜
盛
ト
シ
ネ
ル
図
泡
(
昭
和
四
+
六
年
)

昭
和
四
十
年
代
は
、
土
木
関
係
事
業
が
飛
躍
的
に
発
展
し
た
時

代
と
い
え
ま
す
。

い
よ
い
よ
七
月
二
十
八
日
に
全
線
開
通
と
な
る
「
四
国
縦
貫
自

動
車
道
」
の
構
想
は
、
昭
和
四
十
一
年
に
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
こ

う
し
た
動
き
に
こ
た
え
て
、
国
道
・
県
道
の
拡
幅

・
舗
装
な
ど
の

改
良
工
事
も
こ
の
時
代
に
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

各
地
を
結
ぶ
ト
ン
ネ
ル
も
相
次
い
で
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

昭
和
四
十
三
年
に
大
洲
市
街
か
ら
北
只
へ
大
洲
隆
道
が、

昭
和

四
十
五
年
に
は
大
洲
か
ら
宇
和
町
へ
鳥
坂
隠
道
が
開
通
、
昭
和
四

十
六
年
四
月
に
は
夜
昼
峠
に
も
ト
ン
ネ
ル
が
開
通
し
て
、
各
地
と

の
時
間
的
距
離
が
短
縮
さ
れ
、
突
通
量
も
急
速
に
増
加
し
ま
し
た
。
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大洲市内の交通事故

5月末現在 昨年同期

件 数 124 1 1 4 

負傷者 175 147 

死者 2 )内は対前月比、

市民の動き

平成12年5月31日現在

39，191人(-9) 出生 35人(+11) 

18，702人(一11)死亡 22人(-1) 

20，489人(+2) 

14，440世帯(-1) ( 

人口

男

女

同世帯数

固定資産税 2期

国民健康保険税1期
納期は 7月31日です

今月の納税は
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